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　　　　　年金給付を自動的に削減する「マクロ経済ス
ライド」が完全実施されると、年金給付は７兆円も削減され
る―。高齢者のくらしを貧困に突き落とすマクロ経済スライ
ドの恐るべき実態が明らかにされました。共産党の志位委
員長の求めに厚生労働省が提出した資料によれば、基礎年
金（国民年金）給付額は、２０４０年時点で本来約２５兆円に
なるはずのものが、１８兆円に抑制されることになっていまし
た。基礎年金の実に3分の１が奪われます（右グラフ参照）。

年金７兆円減●
重大
事実
判明

　日本共産党は6月２１日に発表した政策で、マクロ経済ス
ライドを廃止し、年金の底上げをはかるとし、そのための財
源提案をしました（左囲み参照）。さらに共産党の「政策」
では将来的に「最低保障年金」制度をつくり、年金を抜本
的に底上げする提案もしています。

年金７兆円削減か、「減らない」年金か
▶︎「マクロ経済スライド」を続けて、今でさえ貧しい年金を
さらに貧しくしていくのか。
▶︎それとも同制度を廃止して「減らない年金」にするのか
──争点がいよいよハッキリしました。

マクロ経済スライドで

今のやり方続けたら（40年加入の満額の人でも）

基礎年金は月２万円も減る

現在

6万
５千円

４万
数千円

約20年後
（2040年時点）

──マクロ経済スライドを廃止し
「減らない」年金をつくる──

財源①、年収１０００万円を超えると保
険料負担率が低くなる「高所得者優
遇」の保険料制度の見直し

財源②、２００兆円もの巨額積立金の計
画的取り崩し

財源③、最低賃金引き上げや非正規雇用
の正社員化による保険料収入増加
──低い年金の底上げ──

富裕層・大企業優遇の税制改革などで財
源を作り、低年金者に一人年6万円上乗せ

日本共産党が提案
いま
こそ「減らない」年金へ改革を
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くらしに希望がもてる政治を!!




